
堅粕校区

席田校区

▲うまく切れるかな

▲真剣にお話を聞きました

▲ライスカレーを食べながら、楽しくおしゃべり
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ワンコインレストラン「ハーモニー」

席田ランチ～みんなの食堂～

広がっています！子どもの居場所への支援
　博多区では、子ども食堂など、ボランティアによる子どもの居場所づくりの
取組みが広がっています。それに伴い、企業等が活動に協力・支援する事例も
増えています。今回は、その一部を紹介します。

　堅粕校区では、食を通じて交流する地域食堂　ワンコインレストラン「ハーモ
ニー」が開催されています。令和７年８月２日に、食肉の寄付をいただいた西日本
フード株式会社との共催で、「夏野菜のチキンカレー作り体験」が実施されまし
た。
　小学生を対象とした調理体験や、「いのちのバトンをつなぐ」食育に関するお
話、「いのちをいただく」の読み聞かせが行なわれました。最後に、みんなで作っ
たカレーを美味しくいただきました。
　子ども達は、「普段食べているお肉は、動物のいのちをいただいている
ことがわかりました」「これからは、食べ物を残さないようにしたい」と話し
ていました。
　西日本フードの担当者は、「私たちがお届けしているお肉が、地域食堂
で役立てられたり、食べ物を大切に食べていただく意識を育むことにつな
がったら、とても嬉しいです」と話されました。

　令和７年７月25日に、「席田ランチ～みんなの食堂～」が開催されま
した。
　当日は、席田校区社協、食生活改善推進協議会、民生委員児童委員
協議会や席田公民館が協働して準備を進めました。また、農業協同組
合や空港地域の４企業（※）から、お米や飲み物等を提供いただき、ライス
カレー100食を無料で振舞うことができました。
　夏休み期間中でしたが、オープン前から子どもたちは列を作り、ライスカ
レーを受け取ると、「一緒に食べよう」「みんなと一緒に食べるのが楽しい」と
笑顔がこぼれていました。
　子どもだけではなく、地域の大人も一緒にテーブルを囲み、まさにみんな
の食堂でした。
　食事の後は、公民館実施のボランティアによる夏休み宿題サポートも行な
われ、楽しい夏休みの1日となりました。

（※）福岡国際空港㈱・福岡給油施設㈱・㈱サンシャイン九州本部・空港発電所㈱
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この広報紙は共同募金配分金及び賛助会費を主な財源として作成しております。

三筑校区

▲災害時をイメージして話し合っています

▲校区内のボランティアが集まりました

災害時に備える平常時からの体制づくり
福祉座談会（個別避難計画作成ワークショップ）

■ 日蓮宗　本興寺　様
　 地域福祉活動の推進のために大切に使わせていただきます。
　 また、菓子等もご寄付いただき、博多区内の子ども食堂等に配付いたしました。

■ 荒牧　多計志　様
　 地域福祉活動の推進のために大切に使わせていただきます。

ご寄付
ありがとう
ございました

　災害時には、自分で自分の身を守ることはもちろん、地域住民同士の声かけや助け合いが生死を分けるこ
とがあります。また、いざという時に備え、日頃から災害時について考え、話し合っておくことが大切です。
　福岡市社協では、地域での日頃からの見守り体制づくりを進めており、その活動や体制を活かし、災害時
にも支え合える地域づくりに取り組んでいます。

　令和7年8月２３日、三筑校区において、災害時に備える体制
づくりについての座談会が開催され、自治会・町内会長や民生
委員・児童委員、校区社協のボランティアなどが参加しました。
　当日は校区内の災害リスクや地域での体制づくりの必要性
を確認した後、各町ごとに支援を必要とする方が町内のどこに
いるのか、また、支援できる方がどこにいるのか可視化した「見
守りマップ」を作成しました。
　その後、支援を必要とする方に対して、災害時に誰がどのよ
うに声かけ・支援するのか、どこへ避難するのかを検討し、一人
ひとりの支援内容や避難先を記載した個別避難計画を作成し
ました。計画の作成を終え、参加者からは「地域でのつながりを
もっと強化していきたい」といった声が聞かれました。
　三筑校区では、今後も日頃からの備えや地域での顔の見え
る関係づくりの取組みを進めながら、災害時にも安全・安心な
地域づくりに取り組んでいきます。

（※）本座談会は、福岡市の委託を受け、 「個別避難計画作成ワークショップ」
　として区社協が進行・運営したものです。本広報紙の市版の２ページにも
　関連記事がございますのでご一読ください。
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